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　近年の気象異常や災害の頻発などの状況を踏まえ、気候変動対策をより加速さ
せるために、名称を変えながら「脱炭素チャレンジカップ2025」は15回目を迎えま
した。

　本大会は、脱炭素を目的とした地球温暖化防止に関する地域活動について、書
類審査、プレゼンテーション審査を行い、優れた取組を表彰する全国大会です。脱
炭素に関する情報やノウハウを共有し、さらなる連携や意欲を創出することで、豊
かな脱炭素社会を創造する「場」となることを目指しています。

　今回も学校・市民団体・企業・自治体など幅広い世代が応募し、エントリー総数
247件（アイデア賞含む）の応募がありました。その中から21団体が一堂に会し、環
境大臣賞や文部科学大臣賞などの各賞を発表しました。

　開催にあたっては、本大会に賛同いただいた企業・団体の皆様からのご支援・ご
協力をいただきました。

2050年カーボンニュートラルの実現に向けて

審査委員会　委員長

江守　正多

実行委員会　委員長

小宮山　宏

本大会も第15回になりますが、毎年夢の多いプロジェクトを拝見、表彰できており、今年も大いに期待
しています。地球は大変ですよね。黒潮の温度がニュースに流れ、釧路沖では例年より５℃高いようです。
記録にない暑さは毎年のことになり、今年は去年よりもっと暑いんです。台風やハリケーンも大きくなりま
す。東京湾にはサンゴが生えてきているのに、沖縄のサンゴは７、８割が死んでしまい、なくなる速度の方が
生える速度よりはるかに早いです。こうした誰の目にも明らかな地球の温暖化ですが、2100年になると本
当に灼熱地獄の世の中になってしまいそうな勢いです。本当に何とかしなくちゃいけない。マイナスの影響
はありますが、僕らは歩みを止めることはできません。ぜひ皆で地球を次の世代にまあまあな形で引き継ぎ
ましょうよ。そのためにぜひ頑張りましょう。

受賞者の方のプレゼン動画を改めて拝見しまして、また受賞者ならびにプレゼンターのコメントを拝聴しまして、
今回の審査は賞に相応しい方々を選ぶことができたなと審査員一同納得していると思っています。悩んだ末に選
ばせていただいた皆さんがやはりよかったと改めて感じることができました。

気候変動は今非常に大変な状態になってきています。ご存知かと思いますが、昨年の世界平均気温が産業革命
前に比べて1.5℃を超えました。もう結構崖っぷちに来ています。そこにきてアメリカでは今後４年間連邦政府がブ
レーキになることが確定してしまい、国際秩序もあまりうまくいっていない部分が残念ながらあります。そういった
中で我々は脱炭素に取り組んでいかないといけない訳ですが、歯を食いしばって我慢して努力してもなかなか取
組は広がっていかないと思います。今日多くのグループが示してくださったようなポジティブな取組、楽しいとか、
課題解決につながっているとか、ついでにいいことがあるとか、企業の場合には事業性が成り立つなど様々な工夫
をしていただいて、いいなと思ったところが真似して広がっていくことが極めて重要になってきていると思います。

環境問題に関する表彰は世の中に多くありますが、脱炭素チャレンジカップとしての個性を出して、皆さんに楽
しんでいただいて、そして社会に大きなフィードバックのある取組として今後も続けさせていただきたいと思いま
す。僕はこの脱炭素チャレンジカップは皆さんのおかげで温かい感じがするなと思っています。みんなでいいこと
を楽しくやって盛り上げていこうという脱炭素の表彰としてこれからも続けていきたいと思いますので、今後とも
どうぞよろしくお願いいたします。

日 程 令和７年２月２０日（木）10:00～19:00

開 催 方 法 ハイブリッド開催（会場：日本科学未来館 7 階　未来館ホール）

参 加 費 無料（事前登録制）

主　　 催 脱炭素チャレンジカップ実行委員会　
委員長：小宮山宏（三菱総合研究所 理事長）

共　　 催 一般社団法人地球温暖化防止全国ネット、
一般財団法人セブン - イレブン記念財団

特 別 協 賛 ユニ・チャーム株式会社、株式会社ニトリホールディングス

協　　 賛 一般社団法人日本 WPA、レンゴー株式会社、
一般社団法人炭素会計アドバイザー協会、株式会社ウェイストボックス、
新田ゼラチン株式会社、公益財団法人 SOMPO 環境財団、
日本マクドナルド株式会社、サラヤ株式会社、
チェックフィールド株式会社、脱炭素化支援株式会社、株式会社 ECI、
株式会社アクトリー、株式会社 i3 experience、
北越コーポレーション株式会社、株式会社 Pure Cycle いばらき、
株式会社エコツー技術研究所、
ダイキン HVAC ソリューション東京株式会社、JX 金属環境株式会社、
フエニックス・コンタクト株式会社、有限会社リビング館ホンダ、
株式会社日省エンジニアリング、有限会社てらじま、
インターテック・サーティフィケーション株式会社、エコドライブ研究所

協　  力 株式会社オルタナ、特定非営利活動法人気象キャスターネットワーク、
株式会社木原木材店、
公益財団法人日本環境協会こどもエコクラブ全国事務局、
ファインモータースクール、キリンホールディングス株式会社、
社会福祉法人幸仁会川本園、地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）、
アースデイ東京、ウォータースタンド株式会社

後　　 援 環境省、文部科学省、一般社団法人プラチナ構想ネットワーク、
国際連合広報センター

事 務 局 一般社団法人地球温暖化防止全国ネット

開 催 概 要

脱炭素チャレンジカップ2025　挨拶

委員会のご紹介
委 員 長 小宮山　宏 株式会社三菱総合研究所　理事長
副 委 員 長 川北　秀人 ＩＩＨＯＥ[人と組織と地球のための国際研究所] 代表者ＣＥＯ

江守　正多 東京大学　未来ビジョン研究センター　教授
委 　 員 田村　清一 一般財団法人セブン-イレブン記念財団　事務局長

髙村　ゆかり 東京大学　未来ビジョン研究センター　教授
髙橋　万見子 朝日新聞社　SDGs ACTION！創刊編集長
島田　智寛 環境省　地球環境局　地球温暖化対策課　脱炭素ライフスタイル推進室長
高田　研 一般社団法人地球温暖化防止全国ネット　理事長
富田　凜太郎 青年環境NGO Climate Youth Japan
鈴嶋　克太 国際青年環境NGO A SEED JAPAN

実行委員会
（順不同、敬称略）

委 員 長 江守　正多 東京大学　未来ビジョン研究センター　教授
副 委 員 長 尾山　優子 一般社団法人環境パートナーシップ会議　理事　事務局長
委 　 員 野田　武志 一般財団法人セブン-イレブン記念財団　事業部門マネージャー

桃井　貴子 認定NPO法人気候ネットワーク　東京事務所長
岩谷　忠幸 オフィス気象キャスター株式会社　代表取締役
熱田　靖 ユニ・チャーム株式会社　ESG本部　E&Sグループ
大木　満 株式会社ニトリホールディングス　常務執行役員　組織開発室　室長
山口　雅司 一般社団法人日本WPA　事務局長
矢野　琢司 レンゴー株式会社　環境経営推進部　部長
山田　英司 一般社団法人炭素会計アドバイザー協会　副理事長
鈴木　順子 公益財団法人ＳＯＭＰＯ環境財団　事務局長
鈴木　修一郎 株式会社ウェイストボックス　代表取締役
森　摂 株式会社オルタナ　代表取締役　編集長
井田　寛子 特定非営利活動法人気象キャスターネットワーク　理事長

審査委員会
（順不同、敬称略）

2025／2／20（木）
日本科学未来館
未来館ホール
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応募取組から
特に優れた取組に贈呈（1組）

環境大臣賞
グランプリ

応募取組から各部門で
特に優れた取組に贈呈（4組）

環境大臣賞
金賞

応募取組からそれぞれの主旨に沿う
優れた取組に贈呈（2組）

文部科学大臣賞 
社会活動分野・学校活動分野

本大会の協賛企業が評価した取組に贈呈（10組）
企業／団体賞

WEB投票で得票数の多かった上位3団体に贈呈（3組）
マクドナルドオーディエンス賞

大臣賞には至らなかったが、特に審査員が認めた取組に贈呈
（1組）

審査委員特別賞
地域で特に優秀な取組と認められたファイナリストに贈呈

（複数組）

優秀賞

7 月 10 日～ 9 月 30 日

ダイレクトエントリー
※事務局の募集窓口へ直接応募

11 月 5 日

書類審査
※審査委員による書類採点期間を
経て、書類審査通過者を選定

11月中旬～11月下旬／12月12日

プレゼンテーション審査
※オンラインにてプレゼンを録画。後
日、審査委員が視聴後、審査委員に
てファイナリスト（受賞者）を選定

7月10日～11月20日

アイデア賞エントリー
※事務局の募集窓口へ直接応募

12 月 26 日

書類審査
※審査委員による書類審査期間を
経て、審査委員会にて受賞団体
2組を選定

8月～11月

地域大会エントリー
※全国で開催されている温暖化防止や環境に関わる表彰大会で地
域大会として認定された大会に参加した団体の中から、各地域温
暖化防止活動推進センターが然るべき審査基準によって選定

どちらへも応 募 可

2025年2月20日

脱炭素チャレンジカップ 2025
※表彰式と交流会を開催

脱炭素社会づくり活動や地球温暖化防止に取り組む、学校、企業、自治体、NPO団体など

12月19日

実行委員会　開催
ファイナリスト21団体決定！

※市民3団体、企業・自治体9団体、
　学生4団体、ジュニア・キッズ5団体

奨励賞団体決定

地域センターから応援メッセージ

ホームページにて公表

3団体

エントリー募集から「脱炭素チャレンジカップ2025」開催までの流れ フォトセッション＆交流会

来賓挨拶

表 彰 内 容

文部科学省総合教育政策局
男女共同参画共生社会学習・

安全課長補佐

濱部　威一郎

環境省　地球環境局　
地球温暖化対策課

脱炭素ライフスタイル推進室長

島田　智寛

今回、脱炭素チャレンジカップ受賞された多くの取組を拝見しまして、本当に感銘を受けまして、環境
政策を担当している私としてもすごく励まされる思いがありました。

私の担当しているところでは国民運動デコ活を進めておりますが、これは国全体がカーボンニュート
ラルに向かわなければいけない中で、衣食住、移動、買い物、働き方など暮らしの全領域にわたって脱
炭素なライフスタイルを協力しながら進めていこうという国民運動です。ぜひ脱炭素チャレンジカップ
に参加された皆さまとも協力しながら進めたいので、皆さまの参画をお待ちしております。

国の方では政府一体となってGX2040ビジョン、地球温暖化対策計画、エネルギー基本計画の閣議
決定をしました。最前線で取り組んでおられる皆さまからのお声をいただきながら、また、皆さまと連携
しながら大きな力にしていきたいと思っておりますので、引き続きどうぞよろしくお願いします。

今日の脱炭素チャレンジカップがカーボンニュートラルに向かっていく貴重な一歩となりますことを祈
念しましてご挨拶とさせていただきます。

各賞を受賞された皆さま、誠におめでとうございます。皆さまの熱意のこもった素晴らしい取組を拝
見しまして、皆さまの日頃からのご努力、ご尽力に心から敬意を表します。

脱炭素に関する政府の動きとしましては、令和３年６月に地球温暖化対策の推進に関する法律が改正
され、2050年までの脱炭素社会の実現、環境・経済・社会の統合的向上、国民を始めとした関係者の密
接な連携等が地球温暖化対策を推進する上での基本理念として示されたところです。まさに皆さまの
活動やそれを支援する企業の皆さまの存在が地球温暖化対策に向けて非常に重要であると感じていま
す。

文部科学省としましても、学校における環境教育の充実や体験活動の推進、持続可能な開発のため
の教育であるESDの推進などに取り組んでいるところです。また、昨年5月には関係省庁とともに、環境
教育等の推進に関する基本的な方針を変更しました。この基本方針では、現代社会が直面している気候
変動の危機に対応するため、あらゆる主体や世代の皆さまが環境保全活動に参画し、活動を通じた個人
の変容を組織や社会経済システム等の変革に連動させていくことが重要であると示されています。皆さ
まの取組は、まさに行動変容ひいては社会経済システムの変革にもつながる活動として具体的に実践
されているものと感じております。

今後も様々な場で学んだ経験や知識を活かし、持続可能な社会の実現に向けて、脱炭素、地球温暖
化防止に関わる活動に積極的に取り組んでいただきますようお願い申し上げます。

奨励賞インタビュー

奨励賞表彰

集合写真
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賞　名 受賞団体名 都道府県 取組名称

環
境
大
臣
賞（
５
件
）

環境大臣賞
(グランプリ) 株式会社球磨村森電力 熊本県 他地域への波及を始めた球磨村における地域課題解決型

電力事業

環境大臣賞
(市民部門) グリーンコープ生活協同組合連合会 福岡県 2027カーボンニュートラル

～みどりの地球をみどりのままで～

環境大臣賞
(企業・自治体部門) SAGA COLLECTIVE協同組合 佐賀県 佐賀の異業種11社が連携して挑むカーボンニュートラル

環境大臣賞
(学生部門) 山梨県立北杜高等学校 チーム果樹 山梨県 果樹園で脱炭素！ 私たちの４パーミルイニシアチブ

環境大臣賞
(ジュニア・キッズ部門) 学校法人国本学園 国本小学校 東京都 「KUNIMOTO Re-Project」～ゴミから笑顔を～

文
部
科
学

大
臣
賞（
２
件
）

文部科学大臣賞
（社会活動分野）

川崎市立下作延小学校 
川崎市
富士通株式会社

神奈川県 デザインとテクノロジーで脱炭素への行動変容を生み出す
環境授業

文部科学大臣賞
（学校活動分野） 秋田県大仙市立大曲南中学校 秋田県 「ストーリー」と「ネットワーク」で紡ぐ脱炭素に向けたＥＳＤ

企
業
／
団
体
賞 （ 

１０ 
件 

）

セブン-イレブン記念財団
最優秀地域活性化賞 長方屋 茨城県 いば食 de 脱炭素シリカプロジェクト

ユニ・チャーム最優秀 
Love Your Possibilities賞

愛媛県立大洲農業高等学校 
生産科学科果樹プロジェクトチーム 愛媛県 バショウによるCO２削減～脱炭素社会の実現～

ニトリ
最優秀夢・未来賞

熊本県立南稜高等学校
総合農業科環境コース林業専攻 熊本県 「がんばっとるばい！人吉球磨」

森林資源活用で脱炭素×災害復興

日本WPA
最優秀未来へのはばたき賞 株式会社 ジェイ・シー・ティー 埼玉県 脱炭素×木製パレットのサーキュラーデザイン化

レンゴー
最優秀脱炭素未来づくり賞 壱岐市磯焼け対策協議会 長崎県 長崎県実りの島壱岐イスズミハンターいきいきプロジェクト

炭素会計アドバイザー協会賞 北海道大野農業高等学校 
果樹専攻班 北海道 持続可能な果樹生産を目指して～私たちにできる脱炭素～

SOMPO環境財団
最優秀わくわく未来賞 取手市立取手西小学校 茨城県 共創！ワクワクの「脱炭素チャレンジ広場」2024

ウェイストボックス
最優秀CO2の見える化賞 杉並区立西田小学校 東京都 食品ロス削減と脱炭素社会実現のためのミミズコンポスト

オルタナ
最優秀ストーリー賞 株式会社 伊徳 秋田県 脱炭素を目指す最新・再エネ スーパーマーケット

気象キャスターネットワーク
最優秀市民・学校エコ活動賞 工学院大学附属中学校自動車部 東京都 エコカーの開発を通し、脱炭素社会に貢献する人材の育成

審査委員特別賞 みやま市 福岡県 ゼロカーボンシティみやま

優秀賞

一般社団法人 市民エネルギー生駒 奈良県 市民と行政の連携による脱炭素先行のまちづくり

長井市 山形県 長井市地域脱炭素プラン～こどもの「学び」にも”脱炭素”～
株式会社新江ノ島水族館と“タカツク
ラフト”協同組合高津工友会 神奈川県 餌料の鮮度維持と脱プラスチックな

給餌用バケツの共同開発

マクドナルドオーディエンス賞

学校法人国本学園 国本小学校 東京都 「KUNIMOTO Re-Project」～ゴミから笑顔を～

熊本県立南稜高等学校
総合農業科環境コース林業専攻 熊本県 「がんばっとるばい！人吉球磨」

森林資源活用で脱炭素×災害復興
株式会社新江ノ島水族館と“タカツク
ラフト”協同組合高津工友会 神奈川県 餌料の鮮度維持と脱プラスチックな

給餌用バケツの共同開発

脱炭素チャレンジカップ2025 受賞結果特別講演会『スポンサーと未来を語る』
「脱炭素チャレンジカップ」の直前に、ご協賛いただいております企業の皆様を対象とした『スポンサーと未来を語る』と題する講演会を実施
し、気候変動の最先端で活躍する講演者と語らう機会を設けました。脱炭素社会への転換が急務である現在、全国のチャレンジャーを支える
協賛各社の皆様との連携を強め、未来への道筋をつけるため、以下のテーマで話し合いました。

●テ ー マ 	「企業セクターがこれからすべきこととは？」
	 「脱炭素経営、気候変動について関心があることとは？」
	 「脱炭素チャレンジカップへ求めること」

●司会進行	 川北　秀人（IIHOE［人と組織と地球のための国際研究所］代表者CEO）

●登 壇 者 	 小宮山　宏（株式会社三菱総合研究所　理事長）
	 江守　正多（東京大学　未来ビジョン研究センター　教授）
	 髙村　ゆかり（東京大学　未来ビジョン研究センター　教授）
	 山田　健二（青年環境NGO Climate Youth Japan）
	 中村　涼夏（日本若者協議会環境）

江守　正多

中村　涼夏

川北　秀人

髙村　ゆかり

スポンサー企業の皆様 質疑応答の様子

小宮山　宏

山田　健二
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さすがグリーンコープさんですよねというのが審査員
みんなの声でした。無理なくできる取組を長く続けら
れていて、更に脱炭素に向けて取組を加速させている
ところが素晴らしいです。この活動が全国にもっと広
がっていけば脱炭素社会に変わるのではないかと思
います。市民から国を変えていく取
組の一つではないかと思います。

審査委員
　岩谷 忠幸

数百年という歴史ある伝統産業では、自然環境につ
ながりを持って仕事をされており、すでに気候変動
の影響を何等か受けていると思います。「被害」で終
わらせるのではなく、異業種ネットワークで、実際に
CO2の削減の実践で取組を深めているところが素晴
らしいです。今後も地域の中で輪を
広げていくことに期待しています。

審査委員
桃井 貴子

2027 カーボンニュートラル
～みどりの地球をみどりのままで～

佐賀の異業種 11 社が連携して
挑むカーボンニュートラル

環境大臣賞 金賞 〈市民部門〉

環境大臣賞 金賞 〈企業・自治体部門〉

グリーンコープ
生活協同組合連合会

SAGA COLLECTIVE
協同組合

福岡県

佐賀県

企業・
自治体部門

市民部門

蓄電池付太陽光発電設備を中心とした電力事業を通じて、「球磨村内の脱炭素化と災害
時のレジリエンス強化による令和2年豪雨災害からの復興への貢献」、「事業収益の地域
還元を通じた村内資金循環量の増加による人口減少時代における地域経済縮小への対
応」等に取り組んでいます。脱炭素化とともに地域課題を解決するこの取り組みは、持続
可能な村の発展を目指す「創造的復興」へと繋がるとともに、他地域にも波及しています。

再生可能エネルギーを導入して蓄電池で安定して利用していく、そん
なことが本当にできるんですかと多くの人たちが考えていることを、実
際にやって他の地域にも波及させており、グランプリに相応しい取組
であると思いました。地域に裨益する再生可能エネルギーをいかに拡
大していくか、そのお手本を示していただいたと思います。

審査委員長
　江守 正多

球磨村新電力の収益は電力事業で上げていますが、
我々が本当に出していくアウトプット、バリューは、電力
の供給ではなく地域の課題解決の貢献であり、そのコン
セプトに基づいて各地の困っている
地域をサポートしています。今回様々
な団体の取組を拝見して、チャレン
ジに対するピュアさや熱量を感じま
したので、それを持ち帰って自分の
活動に活かしていきたいです。

環境大臣賞グランプリ

株式会社球磨村森電力熊本県

企業・
自治体部門

受賞者コメント審査コメント

他地域への波及を始めた球磨村に
おける地域課題解決型電力事業

私たちの出発点は家族の健康、子どもたちの健康、
そして未来を守りたいという私たち母親の思いから
スタートしています。地味で小さな取組かもしれませ
んが、それが認められて集大成
として２０２７カーボンニュート
ラルというグリーンコープの運
動につながっています。これか
らも活動を楽しく頑張っていき
ます。

循環と継承という事業の全体像が自然から始まって
いることに気付いてこのような仕事を始めました。地
域の文化の豊かさに触れ、これを残したいと思う人
が、実際に行動して地域の産業
を守ってきた方々と共同しなが
ら次世代につなげていく、私た
ちがやれることをやった上で次
の世代にバトンを渡していくこ
とが大事だと思っています。

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

「 2 0 2 7 カ ー ボ ン ニュートラ ル
(scope1・2のCO2排出量の12,602
トンをゼロに)」に取り組んでいます。
これまで環境を守るために取り組ん
できた、フードマイレージ・4R運動・
せっけん運動・脱プラスチックの推進
などの運動に加えて、更に脱炭素を
加速させるために、電灯のLED化・全
車両のEV化・自家消費型の再エネ発
電施設の設置、ドライアイス使用量
の削減や植林などによるCO2吸収活
動を進めています。

11社で2021年度よりCO2排出量
の把握・削減・相殺を実行。2023年
度までで300t以上、約20％のCO2

を削減し、600t以上のカーボンオフ
セットを実行しました。佐賀や福岡
の森林由来のJクレジット、佐賀県唐
津市の藻場再生プロジェクトによる
Jブルークレジットを選び、クレジット
の地産地消モデルを確立。ゼロカー
ボン商品の販売や脱炭素ノウハウ
の提供などにより消費者や事業者
に脱炭素を訴求しています。

受賞者コメント

受賞者コメント

審査コメント

審査コメント

表彰盾

表彰盾

表彰盾

副
賞

副
賞

副
賞
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仮想空間で実感できる部分が大きいところ、具体的な
数値で脱炭素の計算をしていたり、効果をよく見てい
るところが素晴らしいと感じています。いい未来を想像
して、それを脱炭素のアクションに起こすバックキャス
ティング的なやり方は非常に重要だと思います。この
素晴らしい活動が全国の教育の中に
取り入れられたらいいなと思います。

審査委員
岩谷 忠幸

年間を通じてストーリーがつながって学んでいく活動
が評価されました。コミュニケーションを大切にされ
ているところから、また違うストーリーが新たに生ま
れていくのではないかと思います。気候変動で離れ
た国でも何か起きているのかを学びながら、自分た
ちに何ができるだろうとアイデアを
出す学びもとても素晴らしいです。

審査副委員長
尾山 優子

地域の中で輪を作る取組の実践を評価しました。炭
素の土壌への固定を一つの価値として果物の価格
にのせ年間１００万円を売り上げているのが素晴らし
いです。買った人が脱炭素について知るきっかけに
なっているのではないかと思っています。これからも
色々な脱炭素にチャレンジして地域
の中で広げていただきたいです。

審査委員
桃井 貴子

子どもたちの主体的な思いで活動が生まれているという
ことが取組の広がりにつながっています。今年の活動は
使わなくなった物にも力を見出して、その次を作っていこ
うという取組に発展されました。協力された企業、地域、
学校の関係者、縁日に来てくれた子どもたち、みんなが
次のチャレンジをしてみたいとワクワク
するような活動が評価されました。

審査副委員長
尾山 優子

果樹園で脱炭素！　
私たちの４パーミルイニシアチブ

「KUNIMOTO Re-Project」
～ゴミから笑顔を～

環境大臣賞 金賞 〈学生部門〉

環境大臣賞 金賞 〈ジュニア・キッズ部門〉

山梨県立北杜高等学校
チーム果樹

学校法人国本学園
国本小学校

川崎市立下作延小学校
川崎市
富士通株式会社

秋田県大仙市立
大曲南中学校

私たちの４パーミルイニシアチブは、私たちだけ
がやっていても地球全体にとってはちっぽけなも
のになってしまいます。いろんな人が４パーミルイ
ニシアチブに参加することに
よって、その結果、地球がよ
くなることを期待しています
ので、このような場に立って
発表ができたことはありがた
いことだと思います。

子どもたちのアイデアは本当に無限大で、どうした
ら形にできるかを考えて大人たちに提案をしてき
ます。そんな子どもたちの姿を見ていると今後の環
境問題はいいところに進むで
しょう。これからの社会を担う
子どもたちをみんなでサポー
トしていくことで、その一連の
行動が大人たちの行動変容に
もつながると思います。

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

約５０アールの実習果樹園で土壌中
の炭素を増やす活動「４パーミルイニ
シアチブ」をおこなっており、果樹栽
培を学習しながら毎年約500ｋｇの炭
素を削減しています。土壌中の炭素
が増えると温暖化防止だけでなく農
作物の生育にも良いので一石二鳥で
す。本活動は山梨県から認証を受け
ており、育てた果物に認証マークを付
けて売ることで消費者のエシカル消
費を促すとともに、脱炭素型の農業
の普及に貢献します。

身近な生活用品の資源循環を通して、
CO2排出量削減、さらにサーキュラーエ
コノミーサイクルの一端を担う取組を実
施した。
①SDGs学習から気候変動の現状や企
業の脱炭素化についての学習
②プロジェクトの立案・実行
・企業６社の協力を得て、不要な子ども
服、古本、プラスチック製の文房具、テー
プの巻心、ピースボトル、Ziploc製品を
本校を拠点に回収し、企業に返す取組
③企業との追加プロジェクト実施

受賞者コメント

受賞者コメント

審査コメント

審査コメント

デザインとテクノロジーで脱炭素
への行動変容を生み出す環境授業

「ストーリー」と「ネットワーク」
で紡ぐ脱炭素に向けたＥＳＤ

文部科学大臣賞 〈社会活動分野〉

文部科学大臣賞 〈学校活動分野〉

神奈川県

企業・
自治体部門

子どもたちが環境に対して何かをしようと考えて、ど
うしてもなかなか結果がすぐに出ないときに富士通さ
んからアイデアをいただき、子どもたちは自分がやっ
たことで街が変わるという喜び
を実感しながら学習を進めてい
きました。下作延小学校の総合
的な学習では、私たちが動けば
何かが変わるということをテー
マに学習を進めていきます。

大曲南中学校ではアルミ缶・古紙回収や服の力プ
ロジェクトなど、脱炭素につながる取組を地域の
方々とともに行ってきました。このような活動で人
と人とのつながりが何よりも
大切であると実感しました。
協力していただいた地域の
方々に感謝し、先輩方から引
き継いだ活動を未来へつない
でいきたいと考えています。

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

川崎市の脱炭素実現に向けた「デザ
イン思考」と「デジタルテクノロジー」
を活用した小学生向け環境出前授
業。環境問題を共感的に捉え自分ご
と化、ありたい未来を構想し、自分た
ちができる脱炭素アクションを宣言
し実践。構想した未来やアクション実
績を「仮想空間」等で可視化・体験す
ることで、従来授業では難しかった環
境へ及ぼす効果を実感。脱炭素に向
けた子どもたちの行動変容を引き出
す授業を官民共創で提供した。

ＳＤＧｓの達成を目指し、「食」、「住」、
「エネルギー」、「気候変動」、「国際
理解」「ＳＤＧｓ商品開発」の学びを
教育課程に位置付けてＥＳＤを実践
している。重視しているのは「ストー
リー」と「ネットワーク」。ＥＳＤストー
リーマップを作成し、探究的な学び
のストーリーを、様々な機関や人と
連携し体験的に進めることで、ＳＤＧ
ｓの達成に向けた脱炭素の重要性
を理解させ、学んだことを基に行動
できる生徒を育てている。

受賞者コメント

受賞者コメント

審査コメント

審査コメント

山梨県

学生部門

東京都

ジュニア・
キッズ部門

秋田県

ジュニア・
キッズ部門

表彰盾表彰盾

表彰盾表彰盾

副
賞

副
賞

副
賞

副
賞
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企業・
自治体部門

茨城県

企業・
自治体部門

埼玉県

ニトリ
最優秀夢・未来賞

私たちも何とかシリカを商品化をすることがで
きました。これからも一つ皆さまのご協力をお
願いいたします。ありがとう
ございました。

私たちの活動は先輩たちの代から受け継いできて、林
業専攻ができる木材を活用した災害復興として行って
きました。人吉球磨地域は令和
２年に多くの支援をいただいた
ので、今度は私たちがそれをお
返しできるように全国で木育活
動を展開し、心の復興に貢献し
ていきたいと思っています。

この度は栄誉ある賞をいただき、ありがとうご
ざいます。私たちはバショウを活かした研究を進
めてきました。これからも研
究を進めていきたいと思い
ます。

山林の価値をいかに生んでいくかに主眼を置き、木製
パレットやそこから生み出される木工製品や木炭製品
の利用を進めていくことによって潜在価値を高めてい
こうとしています。持続可能と
いう点においてもサーキュラー
エコノミーあるいは製品そのも
ののサーキュラーデザイン化が
進むことを望み、事業としてやっ
ていきたいと考えています。

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

広報誌「みどりの風」紙面への
記事掲載

HPでの紹介及び、
記念品の贈呈

ユニ・チャームHP内での
活動紹介

HPでの紹介及び、
特製盾の贈呈

いば食 de 脱炭素シリカプロジェクト 「がんばっとるばい！人吉球磨」
森林資源活用で脱炭素×災害復興

バショウによる CO2 削減
～脱炭素社会の実現～

脱炭素×木製パレットの
サーキュラーデザイン化

稲作が盛んな関東平野ど真ん中か
ら排出される「もみ殻」は今の時代利
活用されずに広域焼却炉へ。保管管
理や最終処分費も嵩んでいたJAや
生産法人から「持って行って消してく
れ」のお願いされた。そこで、「脱炭
素で良いものが作れないか？」と考
えた。そして、「消してやっぺ！茨城
商品にしてやっぺ」と、60ｔを購入し
た。試行錯誤でたどりついたのは脱
炭素製法でつくる「もみ殻シリカ」。
サプリメントにして大ヒットしました。

１.『令和２年７月豪雨』からの復興を目
指し、被災地における復興支援活動を
継続！
２.間伐材で『復興祈願フォトスタンド』を
製作し、被災者に木材の温もりをお届
けすると共に、森林資源活用！
３.生じる端材を炭化し、森づくり・海づ
くりに活用することで、私たちの木育活
動における“ゼロ・エミッション”を実現！
４.『流域治水スタディーツアー』で、豪
雨災害からの教訓を伝え、防災・減災に
繋げる森林環境教育を実践！

脱プラを目指し、果実袋のセロハン
を芭蕉和紙に代替し、使用後に土壌
中に還元することで炭素増加を図れ
る。バショウには、無機成分が豊富に
含まれているため、企業と連携した
有機肥料の開発により、廃棄物の焼
却・原燃料利用に伴うCO2排出量の
削減につながった。バショウは成長
が早く、１本あたり20kgの二酸化炭
素を吸収し、固定する力があるため、
それを利用することでゼロエミッショ
ンシステムの構築が図れた。

木製パレットのサーキュラーデザイン
化により、適切に管理・保管・修繕し、
最大限リユースすることで、現在ワン
ウェイで使用されている木製パレット
を継続的に再利用する仕組みへと改
変することでCO2の排出を削減する。
また、使用できなくなったパレットを木
炭製品や木工製品としてアップサイク
ルし、炭素固定に繋げる。更に、木炭
を農業や造園などにより土中利用す
ることで、カーボンオフセットに寄与す
ることも可能にする。

私は富士山の麓に住んでおりますが、雪が少な
くなり日々、気候変動の心配をしています。それ
につけて長方屋さんの取組には本当に驚きまし
た。もみ殻を燃焼させるとCO2が排出され、非
常に大きな費用もかかる。そこをなんと商品化
してしまうという素晴らしい取組です。地域循
環の取組が広がり、富士山の素晴らしい雪景色
が維持されることを期待いたします。

一般財団法人セブン-イレブン記念財団　理事長　太田 敏夫

木材の良さを活かした取組が脱炭素に加えて復
興支援にまでつながる点を評価しました。木の
ぬくもりが被災者を元気にするところに着目し、
木育や木製スタンドの作成、それを通じた心の
復興支援、端材まで炭にしてCO2の固定に寄与
する一石三鳥の取組に感動しました。将来の森
林を守る職業の関心を広い世代に伝えられてい
る点も素晴らしいです。

株式会社ニトリホールディングス　ＳＤＧｓ推進室　室長　奥田 理

皆さんの取り組みは、地域にゆかりある植物「バ
ショウ」に秘められた可能性に着目し、収穫量拡
大と地球温暖化抑制を同時実現する優れたもの
です。まさに当社のコーポレート・ブランド・エッ
センス「Love Your Possibilities」に込めた想
いと親和性が高いと思います。ぜひ、今後も活
動を継続され、さらなる改善を進められることを
期待します。
ユニ・チャーム株式会社　上席執行役員　ESG本部長　上田 健次

パレットは壊れたらすぐ捨てる、または壊して薪
にするという発想だったのですが、修復し、最後
は炭にまでして、ライフサイクルアセスメントと
いう面でうまくサーキュラーエコノミーを実現し
ていることに感動しました。森を育てて森を守
る、こういう活動が脱炭素につながるところも
含め、一緒に活動していきたいです。

一般社団法人日本WPA　会長　奥 継雄

受賞者コメント 受賞者コメント

受賞者コメント
受賞者コメント

セブン-イレブン記念財団
最優秀地域活性化賞

長方屋 熊本県立南稜高等学校
総合農業科環境コース林業専攻

愛媛県立大洲農業高等学校
生産科学科果樹プロジェクトチーム 株式会社 ジェイ・シー・ティー

副
賞

副
賞

副
賞

副
賞

熊本県

学生部門

愛媛県

学生部門

審査コメント 審査コメント

審査コメント 審査コメント

日本WPA
最優秀未来へのはばたき賞

ユニ・チャーム
最優秀Love Your Possibilities賞
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北海道

学生部門

茨城県

ジュニア・
キッズ部門

東京都

ジュニア・
キッズ部門

３年生のときにミミズのプロジェクトを始めて、自
分たちで行動して４年間続けてきたところを評価
していただいてすごく嬉しいです。子どもたちも
身近なところからできる脱炭
素を実現してくれたと思いま
す。この活動が日本中、世界
中に広まって、みんなでたくさ
んの二酸化炭素を削減できた
らいいなと思っています。

私たちの研究は結構前からやってきたものです
が、このような場所で賞をいただきすごく嬉しいで
す。この研究をこれからも自
分が受け継いで頑張っていき
たいです。ありがとうござい
ます。

本校の子どもたちの取組は今年度も大学や企業、
行政のサポート体制をいただきました。どの協力
団体も子どもたちの発想、アイデア、思いを実現
するために協力していただ
いて、この栄誉ある賞につな
がったと思います。私たちに
でも未来、地球を変えられる
という思いをこれからも継続
させていきたいと思います。

これまで本協議会が取り組んできた磯焼け対策
に係る藻場の復活のための活動を評価いただき、
一同大変嬉しく思っております。壱岐市にはまだま
だ広大な漁場があります。全ての漁場の藻場が復
活し、多くのブルーカーボン
を生み出すとともに未来の子
どもたちに残せるような壱岐
市を作っていきたいと思いま
す。

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

木製の記念楯の贈呈及び
HP掲載木製の記念楯の贈呈

記念品贈呈段ボール製トロフィーの贈呈

食品ロス削減と脱炭素社会実現の
ためのミミズコンポスト

持続可能な果樹生産を目指して
～私たちにできる脱炭素～

共創！ワクワクの
「脱炭素チャレンジ広場」2024

長崎県実りの島壱岐イスズミ
ハンターいきいきプロジェクト

学校給食の残飯、職員室からでた生
ごみ等をミミズコンポストに入れる
と、ミミズ、微生物の働きにより土が
できます。この時、普段はごみとして
燃やされるものが土になるため、CO2

排出量を削減することができます。さ
らに、生ごみは濡れているものも多く
あるため、通常のごみに比べ、多くの
CO2を削減することが出来ます。ま
た、できた土によって植物を増やすこ
とにより、少量ではありますがCO2を
削減することができます。

剪定枝によるバイオ炭の製造試験に
取り組みました。バイオ炭に含まれる
炭素は難分解性であり、土壌中に炭
素が貯留することにより二酸化炭素
を削減し、気候変動対策に貢献でき
ます。バイオ炭は国際的にも認められ
た吸収源活動です。現在はバイオ炭
の作物の生育試験を行っています。ま
た、地域企業と連携した商品開発や、
情報発信・啓発活動、各種大会への参
加、国際交流等により、道南農業の活
性化と地域振興を目指しています。

脱炭素チャレンジ広場には、給食残渣
肥料の有効性を検証するための畑や
カーボンオフセットのために植樹をし
た樹木があります。脱炭素チャレンジ
広場を利用して、自分たちのより良い
未来のために何かできることはない
か児童主体で議論し、実践していま
す。また、大学教授、大学生、企業、行
政などとも協働して、より良い活動に
して、未来に向けた取手西小学校の
SDGｓの象徴にしていきたいと思いま
す。

令和2年度から、イスズミ駆除を主と
した藻場の保全や機能の回復に取り
組んでいる。イスズミハンター事業で
は、刺網および矛突きによるイスズミ
駆除を実施。4年間で19,393尾のイ
スズミ駆除に成功。令和5年、取組対
象範囲には約270haの広大な藻場が
繁茂（回復）しており、ジャパンブルー
エコノミー技術研究組合（JBE）から、
Ｊブルークレジット®974.6ｔ-ＣＯ２の
認証を受けた。

私たちの企業理念は資源循環です。これからは
循環型の社会だと考え会社を設立しました。皆
さんの取組は小さいことかもしれませんが、継
続することで社会は変わっていきます。そして、
資源循環の延長に脱炭素社会があると信じてい
ますので、これからも継続して頑張っていただ
ければと思います。
株式会社ウェイストボックス　代表取締役　鈴木 修一郎

気候変動への課題に対して、経済との両立と
持続可能性を追求する取組みを高く評価しまし
た。北海道と食文化、お酒が大好きな私には、こ
の取組みが全てに合致していると感じました。
経済の重要性を理解し、高校生でありながらJク
レジットを活用する姿勢は我々の刺激になりまし
た。ぜひ、世界を牽引して地球を救う活動を続け
てください。

一般社団法人炭素会計アドバイザー協会　副理事長　山田 英司

私共は、「木を植える人を育てる」との理念のもと、
多様な世代の環境人材の育成に取り組んでいま
す。本取組は生徒の皆さんが主体となり、自分たち
の目線で多様な課題に対して、自分事化し、企業、
大学、行政を巻き込んで取り組んでいる点が素晴
らしいと思います。ぜひこれからも、取り組みを拡
大、進化・深化していくことを期待しています。
公益財団法人SOMPO環境財団　事務局長　鈴木 順子

こちらのプロジェクトは脱炭素社会の実現だけ
でなく、生物多様性の保全や資源循環など様々
な環境課題に貢献する取組だと思います。また、
学生たちの環境教育にも活用されているという
ことで、正に次世代の環境意識を作っていく、未
来につながる取組だと思いました。
レンゴー株式会社　環境経営推進部　主任　多田 有沙

受賞者コメント
受賞者コメント

受賞者コメント
受賞者コメント

杉並区立西田小学校北海道大野農業高等学校
果樹専攻班

取手市立取手西小学校壱岐市磯焼け対策協議会

副
賞

副
賞

副
賞

副
賞

審査コメント審査コメント

審査コメント審査コメント

ウェイストボックス
最優秀CO2の見える化賞

SOMPO環境財団
最優秀わくわく未来賞

レンゴー
最優秀脱炭素未来づくり賞

炭素会計アドバイザー
協会賞

長崎県

市民部門
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気象キャスターネットワーク
最優秀市民・学校エコ活動賞

オルタナ
最優秀ストーリー賞

審査委員特別賞

秋田県

企業・
自治体部門

福岡県

企業・
自治体部門

東京都

ジュニア・
キッズ部門

自分たちで試行錯誤してやってきたものを評価
していただき嬉しいです。チームの仲間や先生
方、協力していただいた企業の方々の力もあって
ここに立てていると思うので
本当に嬉しいです。これから
後輩が増えてくるのですが、
後輩にもつないでいけるよ
うな活動を推進していきた
いと思います。

この取組は市民の皆さまの環境政策へのご協
力、それから市内の環境、廃棄物、エネルギー関
連の事業者など本当に多くの方々のご協力に
よって成り立っています。こ
れからゼロカーボンを実現
させるためには、まだまだ更
なる努力、取組が必要になり
ますので、引き続きご協力を
いただければと思います。

私どもは2013年に立ち上げた団体で、それぞ
れの分野のプロフェッショナルのメンバーがボラ
ンティアで参画して続いております。１０人で立
ち上げた小さな団体ですが、この波を大きなう
ねりにして、日本を引っ張る
ような町づくりを市民団体
が中心となり行政と一緒に
なって全力をあげてやって
いきたいです。

今回の受賞については、当社の社員ももちろん
ですが、普段ご利用いただいているお客様のご
協力があってこその受賞だ
と思っています。今後も脱炭
素化に向けていろいろな取
組を発信していきたいと思
います。本日は誠にありがと
うございました。

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画は 
コチラ

気象キャスターによる出前講座
の実施

メダル

雑誌「オルタナ」への記事掲載と
冊子提供 メダル

エコカーの開発を通し、
脱炭素社会に貢献する人材の育成

ゼロカーボンシティみやま

市民と行政の連携による
脱炭素先行のまちづくり

脱炭素を目指す最新・再エネ
スーパーマーケット

ガソリンエンジンのレース車両は燃費
競技に出場するための車で、燃費を
良くすることは脱炭素社会に貢献しま
す。ただ化石燃料にも限界があるの
で、乾電池で動く電気自動車の開発も
3年前から始めました。電気自動車は
二酸化炭素を排出しません。さらに太
陽光で充電するソーラーカーの開発も
行なっています。生徒達は6年間で学
んだ技術と知識をさらに大学でも研究
を続け、卒業後大手自動車メーカーに
就職し脱炭素社会に貢献します。

自治体初の電力会社として設立され
た「みやまスマートエネルギー㈱（以
下、みやまSE）」により、市内メガソー
ラーや一般家庭の太陽光発電での電
力を域内で消費している。また、「バイ
オマスセンタールフラン」では一般家
庭や食品工場などの生ごみを分別回
収し、メタン発酵発電をしている。こ
れら取組により、太陽光発電の普及
や、再エネ電力プランの選択、発電や
焼却ごみの削減などで、市の大幅な
脱炭素化につながっている。

①公共施設の屋根・法面への全額市民
出資による太陽光市民共同発電所の設
置（現在発電量５機約400MWh/年）
②生駒市と共に自治体新電力会社（名
称：いこま市民パワー）設立（2017）、全
国初の市民団体出資の新電力誕生
③①にて発電した電力、別途調達した
再エネ電力をいこま市民パワーを経由
し生駒市内に供給
④市民への啓発活動を通じ、FIT切れ
電気の買取りを支援、地産地消のまち
づくりの先頭に立つ

新規4店舗に地下水熱を利用した融
雪や冷暖房、調湿換気空調、冷熱設
備等を導入している。その内追分店
では融雪、冷暖房、冷凍・冷蔵設備を
導入し、194tのCO2削減を達成し
た。また、水冷設備とすることで室外
機が不要となり排熱や騒音の問題解
消した。その他、LED照明の導入、食
品トレーやペットボトル等のリサイク
ルといったあらゆる方法でCO2削減
に努めており、地域の脱炭素化を先導
している。

エコカーのレースなど数々の素晴らしい実績を
積み上げてこられた団体と拝見しました。活動
名が人材育成ということですが、社会にもエコ
カーのすばらしさを発信しているということで、
正に皆さんが今後の脱炭素社会の自動車産業
を支えていくトップランナーになっていくと本当
に期待しています。
NPO法人気象キャスターネットワーク　事務局長　水越 祐一

みやまスマートエネルギーというのは以前から
話を伺っていて、みやま市はとても本格的な取
組を先駆けて行っている地域という認識があり
ました。市役所もリサイクルを含めて本格的な
取組であり、本当の意味で脱炭素に向かってい
る本格的な地域であると認識を新たにすること
ができました。

審査委員長　江守 正多

市民の皆さまと一緒に１１年間にわたって活動さ
れてきたこと、目的である地域への還元を着実
にされていることがとても高く評価されました。
こうした活動が各地に広がっていくことを期待
するとともに、地域の中に仲間が増えていくこと
を期待しています。

審査副委員長　尾山 優子

化石燃料を使用せずに地下水熱で融雪している
点が画期的です。さらに、世界的にサーキュラー
エコノミー（循環経済）への移行が目指されてい
る中、各地でスーパーを展開する伊徳は、リサイ
クルの推進に力を発揮できる存在です。また、お
客様の意識や行動を変えていく可能性も秘めて
います。雪国ならではの脱炭素ストーリーに期待
しています。

株式会社オルタナ　オルタナ副編集長　吉田 広子

受賞者コメント

受賞者コメント

受賞者コメント

受賞者コメント

工学院大学附属中学校自動車部

みやま市

一般社団法人　
市民エネルギー生駒

株式会社　伊徳

副
賞

副
賞

副
賞

副
賞

審査コメント

審査コメント

審査コメント

審査コメント

優秀賞

奈良県

市民部門
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マクドナルドオーディエンス賞

「KUNIMOTO Re-Project」
～ゴミから笑顔を～

「がんばっとるばい！人吉球磨」
森林資源活用で脱炭素×災害復興

餌料の鮮度維持と脱プラスチックな
給餌用バケツの共同開発

いろいろな人の応援があってこの場に立たせてもらっていることを本当に実感します。子
どもたちが活動をしましたが、企業、地域の皆さま、応援してくれる周りの方に感謝をした
いと思います。

私たちの活動の発表は熱意と元気を一番大事にしています。みんなに知ってもらうことが
大切なので、オーディエンス賞に選ばれたことを大変嬉しく思います。

私たちは目の前の生き物のために何ができるかを日々考えながら活動しています。その一
つの取組がこのような形で賞をいただけるなんて夢にも思わなかったので、大変嬉しく思
います。

学校法人国本学園　
国本小学校

熊本県立南稜高等学校
総合農業科環境コース林業専攻

株式会社新江ノ島水族館と
“タカツクラフト” 協同組合高津工友会

熊本県学生部門

神奈川県企業・
自治体部門

東京都ジュニア・
キッズ部門

受賞者コメント

受賞者コメント

受賞者コメント

審査方法

マクドナルドオーディエンス賞は、視聴者のWEB投票によって受賞団体
が決定する賞です。YouTubeで公開したプレゼンテーション動画を視聴
し、最も感銘を受けた２団体に投票＆YouTubeの高評価ボタンで投票で
きます。総投票数2,680票の結果、上位３団体がマクドナルドオーディエ
ンス賞に決定しました。

長井市は自然環境との共生、循環を合言葉に様々な環
境施策を展開してきました。長井市地域脱炭素プラン
はこれまでの施策に脱炭素の視点を加え子育てあるい
は学校教育の質を少しでも高め
ていこうという取組で、全国で脱
炭素ドミノを起こしていければと
思っています。長井の子どもたち
が誇れる脱炭素の町づくりを今
後とも展開していきたいです。

この度は素敵な賞をいただきありがとうござい
ます。我々は川崎の工業会のユニットで活動して
いますが、いろいろな技術は持っている中で世
の中の役に立つものとして、
今回新江ノ島水族館に提供
いただいてやり取りしながら
一つの形となってこのよう
に評価されたことを大変嬉
しく思っています。

プレゼン動画は 
コチラ

プレゼン動画

プレゼン動画

プレゼン動画

プレゼン動画は 
コチラ

餌料の鮮度維持と脱プラスチックな
給餌用バケツの共同開発

市内の全小中学校で地元産100％の
再エネ電力使用を皮切りに、こどもの

「学び」にも脱炭素の視点を充実さ
せ、２０５０年ゼロカーボンシティに挑戦
しています。
MODEL 1　「地産電力+見える化」を
全小中学校に導入！
MODEL 2　「家庭の余剰電力」を中
学校へ供給！
MODEL 3　「RE100給食」の提供を
目指す！
MODEL 4　「バイオガス発電」で新し
い循環＆食育！

水族館の給餌用バケツの素材を、飼育
動物の健康と環境に配慮したプラス
チックからステンレスへ変更した。そ
のために共同で新たな形状のバケツ
を開発した。新江ノ島水族館では、年
間約80個のプラスチック製給餌用バ
ケツの廃棄削減に繋がった。サーキュ
ラーエコノミーの観点からも、素材を
ステンレスへ変更することで廃棄をゼ
ロへ近づけ、製造時や循環時のエネル
ギーを削減、CO2排出の削減へと繋げ
られると考える。

各地の自治体で脱炭素の取組が進んでいる中
で、学習という形で市民である子どもたちに伝
えていくというその活動を着実に進められてい
る点が評価されました。これから給食も脱炭素
され地域でのサーキュラーが進んでいくという
ことで、学校自体が脱炭素化、生活を含めて脱
炭素化されていることに強く期待しています。

審査副委員長　尾山 優子

水族館の様々な活動の中で、動物の健康にもよ
く、更に脱炭素のポイントがバケツだったのかな
と思うと、まだまだ私たちも工夫する余地があ
るという示唆をいただきました。脱炭素でもあり
生き物にも優しい掛け算の活動が増えていくこ
と、他の水族館・動物園にも波及しての横の広
がりにも期待したいと思います。

審査副委員長　尾山 優子

受賞者コメント

受賞者コメント

株式会社新江ノ島水族館と
“タカツクラフト” 協同組合高津工友会

審査コメント

審査コメント
神奈川県

企業・
自治体部門

ハンバーガー商品券１年分
副
賞

優秀賞

山形県

企業・
自治体部門

長井市地域脱炭素プラン
～こどもの「学び」にも “ 脱炭素 ” ～

長井市

優秀賞 メダル

メダル

副
賞

副
賞
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ファイナリストの声

会場参加者・オンライン視聴者の声

対象者：ファイナリスト２1団体　　　　回答数：14団体

回答数 ： 22名

感想

感想参加目的をお選びください。（複数回答）

今回の脱炭素チャレンジカップの出場は、
貴団体の今後に役立つと思われますか？

貴団体がファイナリストに選ばれたことは
周囲でどのように評価されましたか？

・  今年もファイナリストに選んでいただきありがとうございました。脱炭素チャ
レンジカップのおかげで、子供たちもただ授業の一環として脱炭素に取り組
み、自分たちで実施したことを評価するのではなく、第三者に評価していた
だくことによって、自己有用感とモチベーションが高まっていると思います。
今後も様々なことにチャレンジしていきたいと考えていますので、その際に
はご助言、ご協力を頂ければ幸いです。

　今後ともよろしくお願いいたします。
・ 立派な大会に参加させていただきありがとうございました。事務局の皆様を

はじめ多くの関係してくださった皆様に心より感謝申し上げます。
　脱炭素の取り組みが今後も広がっていくことを期待しますし、また私どもも

そのように努めてまいりたいと思います。
・  低炭素から脱炭素への移行、今後も変化もあるかもしれませんが、環境事業

はまだまだ光の当たりづらいものです。
　それに携わる人々はなかなか評価されることは少ないと感じています。その

中で貴団体の活動は光を当てる点で重要なものだと思いました。今後も発
展していくことを強く希望いたします。この度は誠に有難うございました。

・ 運営の工夫をいただきありがとうございます。グランプリの表彰が一番最後になってし
まい、参加者の集中力も途切れる頃かと思う。

　例えば表彰だけは前倒しで次々と行い、グランプリには取り組みを発表する時間などを
設け、審査動画だけで伝えることができない取り組みを発信してもらってはどうか？（他
の賞との差別化などの意味も含め）企業賞は表彰状の授与だけでよいかと感じる。

・ 今回午前中の講演会のパネルディスカッションを聴講し、色々な立ち位置から非常に勉
強になるお話が聴けました。また昼食で他の方と少しお話しできたのも良かったです。
ありがとうございました。

・ 初めての参加でしたが、色々な取り組みを知れました。自分も頑張らないとと、励みにな
りました。

・ 再エネ利用機器の研究開発をしています。技術開発の部門ができれば応募します。奨励
賞をいただき、今後の活動の励みになりました。

・ チャレンジカップ開催により、多くの方が、連携できたり、取組をがんばろうという機運を
高められたり、各地の取り組みを知ることができるので、大変よい機会でした。

100%
そう思う

0%
思わない

71.43%
期待通り高く
評価された

7.14%
期待ほど評価
されなかった

21.43%
その他

年代 所属

30代 
13.6%

60 代 0%

40 代 
36.4%

70 代 以上
9.1%

20 代 4.5% 0～10代 0%

50 代 
36.4%

非営利団体 
13.64%

学生 0%

教育／研究 
18.18%

行政／自治体 4.55%
主婦／主夫 4.55%

企業 
59.09%

プレゼン発表に興味
脱炭素CCに興味
アイデア賞の講演

ファイナリストの応援
交流会に参加

WEB投票に興味
賞や表彰式に興味
開催方式に興味

なんとなく
連携できる団体探し
来年の応募を考えて
来年の支援を考えて

その他

4 8 122 6 100
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アイデア賞 
アイデア賞は、取組の実績は必須ではなく、実施計画中
や研究過程でも応募が可能となり、将来的に脱炭素につ
ながるようなアイデアや提案を募集
しました。厳正なる審査によって選
ばれた２組が応募アイデアを披露し
ました。

サステナブルパーク

脱炭素化を「目で見て肌で感じる」沖国大スマートキャンパス構想

私たちは、次世代環境教育の場を提供する公園、サステナブルパークを提案する。この施
設は、特殊なゴミ箱でリサイクルを視覚的に理解できたり、再利用資源で作られた遊具を
通して遊びながら環境問題について学べたりする子供向けの公園である。この施設は一
般的な公園と同程度の規模を想定しており、全国各地への増設を期待できる。長期的な
目で脱炭素を目指すために、次世代の地球を担う子供世代へのアプローチを目指した。

省エネと再エネを島嶼地域らしい活かし方で考えた沖縄らしい脱炭素型スマートキャン
パスを目指す。特に力を入れたいのが、通常のZEBではなく沖縄らしいZEB化である。創
エネと蓄電により空調と照明の電力消費とCO2排出量を抑えながら、自然と調和した沖
縄らしい亜熱帯の気候風土を感じる建物にするために「琉球のつる植物を使ったグリー
ンカーテンと造礁サンゴによる塗り壁」を施し「優しさと癒しを感じる佇まい」にする。

公園で子どもたちが遊ぶときにサステナビリティや脱炭素といったことを感じてもらえるよう効果
を狙ったアイデアです。脱炭素化やサステナビリティの素敵なイメージをみんなが持つことに貢献
してくれるようなアイデアだと思います。

審査委員長　江守 正多

キャンパスの脱炭素化、グリーン化は多くの大学で取り組み始めている課題ですが、それを地域の
特性を活かしてやっていこうというアイデアです。脱炭素化やサステナビリティの素敵なイメージ
をみんなが持つことに貢献してくれるようなアイデアだと思います。

審査委員長　江守 正多

沖縄高専　4 班

チーム沖縄国際大学

プレゼン動画は 
コチラ

審査コメント

審査コメント

アンケート結果
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全国の脱炭素な優れた取組を広く伝え、交流•連携を図る場である「脱炭素チャレンジカップ」は、前身の低炭素杯を含めた
15年間に、延べ１万以上の団体にご応募いただき、計488団体のファイナリストがステージ上で自らの取り組みを披露してきま
した。

参加者同士の新たな連携といううれしい成果も生まれています。この動きをさらに進化させ「脱炭素チャレンジカップ」を継続
して開催していくためには、想いに賛同•共感してくださる皆様のサポートが必要です。今年度は以下の皆様方にご寄付をいた
だきました。

皆様から頂いた協賛•寄付金はファイナリストプレゼンテーションに係るオンライン設備費用や、会場費等の運営資金に大切
に使用させていただきました。ぜひとも来年の「脱炭素チャレンジカップ」開催のため、引き続きご支援をお待ちしています！

～ 古本募金に参加いただいた皆様 ～

計 6,126円

ご協賛に関する説明承っておりますので、まずはメールアドレス zccc@zenkoku-net.org までお問い合わせください。その
後、「脱炭素チャレンジカップ」ウェブサイト上の申し込み用紙をダウンロードし、申込用紙を事務局メールアドレス宛にお送り
いただく流れとなります。

 協賛する

本やDVDなど使い終わったものをリサイクル換金して寄付できる「古本募金（きしゃぽん）」を実施し、皆様から古本募金でのご寄付をいた
だきました。

個人でも団体でも脱炭素チャレンジカップを応援したい方は、
右記にて随時、ご寄付を受け付けております！

特典 ●報告書やウェブサイトにお名前を掲載、報告書の送付

ゆうちょ銀行　〇一九(ゼロイチキユウ)店(019)
当座　０７９１９５８
ダツタンソチャレンジカップジムキョク
脱炭素チャレンジカップ事務局

 寄付する

共催のセブン-イレブン記念財団は、全国のセブン-イレブン
店頭に寄せられたお客様からの募金と(株)セブン-イレブン
の寄付金とを合わせて、環境をテーマにした市民活動や自
然環境保護保全活動を支援しています。その募金の一部は

「脱炭素チャレンジカップ」へも協賛されています。

 セブン-イレブン店頭の募金箱に募金する  古本募金で寄付する～0円で寄付しよう～
脱炭素チャレンジカップでは本やDVDなど使い終わった
ものをリサイクル換金して寄付できる、「古本募金（きしゃぽ
ん）」を実施しています。皆様に負担いただく費用は０円です！  

と検索し、申し込みフォームに則って入力
すれば手配完了です。ご希望の日程に本
の集荷業者が参ります。

脱炭素チャレンジカップ きしゃぽん

きしゃぽん

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

松隈地域づくり株式会社（佐賀県）
「地域の恵みを未来の力へ」

脱炭素チャレンジカップ2022

● 開催日： 2022年2月15日(火)
● 会　場： 伊藤謝恩ホール(ハイブリッド開催)

● 総エントリー数 ： 286件
● ファイナリスト数： 28件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

壱岐市（長崎県）
「再エネとグリーン水素で目指せ！脱炭素の島」実現プロジェクト

脱炭素チャレンジカップ2024

● 開催日： 2024年2月6日(火)
● 会　場： 伊藤謝恩ホール(ハイブリッド開催)

● 総エントリー数 ： 161件
● ファイナリスト数： 24件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

岩手県立遠野緑峰高等学校（岩手県)
「ポップ和紙開発プロジェクト」

低炭素杯2018

● 開催日： 2018年2月15日(木)
● 会　場： 日経ホール
● 総エントリー数 ： 1,170件
● ファイナリスト数： 30件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

株式会社ウジエスーパー＆株式会社ウジエクリーンサービス
　　　　　　　　　　　　　(障碍者特例子会社）（宮城県）

「『エコーガニックwithノーマライゼーション』
　　　　　　　食品スーパーが提案する環境ループ事業」

低炭素杯2014

● 開催日： 2014年2月14日(金)・15日(土)
● 会　場： 東京ビッグサイト国際展示場
● 総エントリー数 ： 1,620件
● ファイナリスト数： 41件

モリショウグループ（大分県）
「木質バイオマス発電を核としたSDGsへの取組」

脱炭素チャレンジカップ2021

● 開催日： 2021年2月9日（火）
● 会　場： 東京ウィメンズプラザ（オンライン配信）

● 総エントリー数 ： 144件
● ファイナリスト数： 28件

佐賀市上下水道局 下水プロジェクト推進部 (佐賀県)
「昔に帰る未来型 ～佐賀市上下水浄化センターを「宝を生む施設」に～」

低炭素杯2017

● 開催日： 2017年2月16日(木)
● 会　場： 日経ホール
● 総エントリー数 ： 951件
● ファイナリスト数： 26件

栃木農業高等学校 村おこしプロジェクト班（栃木県）
「麻の郷とちぎの環境資源を次世代に」

低炭素杯2013

● 開催日： 2013年2月16日(土)・17日(日)
● 会　場： 東京ビッグサイト国際展示場
● 総エントリー数 ： 1,371件
● ファイナリスト数： 40件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

NPO法人田舎のヒロインズ（熊本県）
「農村地帯でのRE100化を目指す女性農家たちの挑戦」

脱炭素チャレンジカップ2020

● 開催日： 2020年2月19日（水）
● 会　場： 伊藤謝恩ホール
● 総エントリー数 ： 183件
● ファイナリスト数： 28件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

しずおか未来エネルギー株式会社（静岡県）
「静岡発!!みんなで創る地域発電所」

低炭素杯2016

● 開催日： 2016年2月16日(火)・17日(水)
● 会　場： 日経ホール
● 総エントリー数 ： 1,993件
● ファイナリスト数： 38件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

姫島エコツーリズム（大分県)
「エコアイランドと地域活性化を目指した超小型EVの活用」

低炭素杯2019

● 開催日： 2019年2月8日(金)
● 会　場： カルッツかわさき
● 総エントリー数 ： 1,425件
● ファイナリスト数： 28件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

下川町（北海道）
「地域資源“森林”を活用した
     エネルギー自給型小規模自治体モデルの構築
　　　　～誰もが暮らしたいまち、誰もが活力あるまち～」

低炭素杯2015

● 開催日： 2015年2月13日(金)・14日(土)
● 会　場： 東京ビッグサイト国際展示場
● 総エントリー数 ： 1,730件
● ファイナリスト数： 39件

来ハトメ工業株式会社（埼玉県）
「地域の恵みを未来の力へ」

脱炭素チャレンジカップ2023

● 開催日： 2023年2月16日(木)
● 会　場： 伊藤謝恩ホール(ハイブリッド開催)

● 総エントリー数 ： 194件
● ファイナリスト数： 29件

環境大臣賞
グランプリ受賞団体

これまでの歩み脱炭素チャレンジカップへの寄付にご協力いただきました

ご協賛方法



脱炭素チャレンジカップは
持続可能な開発目標（SDGs）を
支援しています。


